
（資料１）
令和４年度第１回環境審議会に対する委員意見に関わる今後の町対応について

No 今後の町対応（案） 反映結果

1 内容を整理し、検討させていただきます。
「行動の輪を広げよう」を始めに記載し、順

番を入替えさせていただきました。

2
内容を整理し、順番を修正させていただき

ます。

「行動の輪を広げよう」を始めに記載し、順

番を入替えさせていただきました。

3

生物多様性の保全につきましては、今後指

標を検討させていただくとともに、葛川の

美化を推進と生物多様性の保全の文言等を

うまく組み合わせることなども検討させて

いただきます。また、有害鳥獣被害対策に

ついては、文言等を整理させていただきま

す。

生物多様性の中に有害鳥獣被害対策を記載し

ていたため、生物多様性の保全の中から有害

鳥獣被害対策に関する記述は削除しました。

なお有害鳥獣被害対策については、新規事業

として追加しました。

4 文言を検討させていただきます。
「健やかな空気と清らかな水があるまちをつ

くろう」に修正しました。

5

ご指摘いただいた通り、町が主体的にでき

る事業ではないため、表現を変更させてい

ただきます。

町が権限を持ってできる事業を残し、町が権

限を持たない事業であった「事業所等からの

大気汚染防止を推進」、「事業所等からの水

質汚濁防止を推進」、「事業所、建設差教等

からの騒音・振動を防止」を削除しました。

6
文言を加えていけるよう、検討させていた

だきます。

取組の項目の一つである「CO2 削減に向け

た取組の推進」の概要に、あなたの行動が地

球環境を変えるという文言を追加しました。

7 文言は検討させていただきます。 気候危機という言葉に置き換えました。

8 公助も入れる方向で検討します。

タイトルを「災害に備えた自助・共助・公助

の強化」とし、公助の具体的な内容も記載し

ました。

9

民間委託先が１市２町の剪定枝を堆肥化し

たり、燃料にするため、里山整備とは切り

分けて考えています。

―

10

環境基本計画なので、環境に関することは

網羅する必要があると思います。いままで

は53事業すべてを評価し、進捗管理をして

まいりましたが、次期計画からは、重点事

業で挙げた事業のみ進捗管理をしていきた

いと考えています。

―

委員意見

大気環境の保全、水質環境の保全、騒音・振動の防止に関わる事業

がありますが、いずれも県の所管になっているため、表現を変更し

た方が良い。

また、記載する際は二宮町が権限を持ってできる事業を位置付ける

方が良い。

里山整備などで発生する木質のごみを、最後まで町民の手で土に返

したり資源化することで、より活動が進んでいくと思う。また、

ウッドチップセンターの運営事業を切り分け、町民の方に権限を移

すことができれば良いと思う。

前の計画で、100以上あった事業を53事業まで減らしたのにもかか

わらず、今回新たに事業を増やすということは、事業一つひとつに

手間がかかり、逆に評価が上がらないのではないのか。

生物多様性の保全は重点事業に残し、できる範囲で事業を進めて欲

しい。

また、生物多様性の保全に有害鳥獣被害対策があるとイメージと異

なると思う。

行動することが一番大切なので、重点事業の並びは「行動の輪を広

げよう」を始めに記載した方が良い。

重点事業は、重要な順番に並び替えた方が良い。

取組の目標の、「公害のないまちをつくろう」という表現は、今は

使用しない言葉ではないか。

あなたの行動が地球環境を変えるという旨を記載できると良い。

異常気象という文言は気候危機に修正した方が良い。

災害時に備えた自助・共助の強化ですが、公助も文言に入れた方が

良い。
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11

様々な担当課が実施している事業も、環境

に関するものについては本計画にも位置付

け、特に2050年の脱炭素社会に向け、気

候変動の適応策は重点施策となります。そ

の中で、現在ウォータースポットの設置を

進めており、プラスチックごみの削減や二

酸化炭素の排出削減に加え、熱中症対策に

もつながることから、子育て・健康課とと

もに事業を進めていく予定です。

―

12

事業それぞれに相関関係があるので、再掲

が多くなってしまうことを考慮し、全てを

再掲として記載していません。

―

13
ご指摘いただいた内容が反映できるよう、

見せ方を検討させていただきます。

今後の計画の最終的な取りまとめの中で配慮

します。

14

民力もお借りしながら事業を進めていきた

いと考えており、活動の輪を基本目標に設

定しています。

―

15

町民の意識を変えていくためには、今まで

とは違った角度で啓発をしていく必要があ

ると考えております。また環境づくりは、

共感を生みながら行うことでもあると思い

ます。今後も引き続き、行政の枠に囚われ

ず様々な啓発にチャレンジしていく事が必

要だと考えています。

―

16

吾妻山をはじめとすると記載しております

が、町にある公園の管理がメインの事業と

なっています。

―

社会を変えるのは２割と言われているので、この２割の人を動かし

ていくことを目的にして、良い方にも悪い方にも転ぶ６割の人を取

り込んでいく計画が作れると良い。

吾妻山をはじめとする公園等の維持管理と運営を推進とあります

が、公園ではなく里山という文言が良いのではないか。

熱中症対策を単独で記載することはどうなのか。

それぞれの事業を分けて掲載すると、相関関係等がわからないた

め、事業を再掲（重複）し、記載してはどうか。

まずは二宮町の問題を示し、その問題を解決するために基本目標の

自然環境・生活環境・地球環境・活動の輪の事業を策定したという

ような、一連の流れとそれぞれの相関関係が分かるチャートの図な

どを掲載した方が良い。

計画を進めていく上で、民力が大切だと思う。
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